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JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！

新規登録受付中

JR西労組

議事を満場一致で承認。団結ガンバロー

議長団に選出された須原委員（左）と山根委員（右）

春闘要求を申し入れる中央闘争委員会

川 柳  第23回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ ひろげよう　コロナ禍だけど　みんなの輪 ］　熊谷奈津実さん （広島地本・広島運転所分会）

｠

　２０２３年１月18日、山陽新幹線小倉～博多間、久
山斜路において、レールテック協力会社社員が、停車
中のトラックが動き出し、止めようとした際に巻き込ま
れ、死亡する労災事故が発生した。
　今回の事象は、「ＪＲ西日本グループ鉄道安全考動
計画２０２２」の終了目前の発生であり、計画期間中で
７件目の死亡労災となった。
　我々が、「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大
労災ゼロ」に向け、さらに「ＪＲ西日本グループ鉄道安
全考動計画２０２２」の目標達成に向け取り組んでい
る中での死亡事故であり、痛恨の極みと言わざるを得
ない。
　２０２２年度の労働災害は、増加傾向であり、一歩
間違えれば死亡労災につながりかねない、待避不良等
も連続して発生している。
　12月27日には、山陽線（西広島～新井口駅間）にお
いて、踏切使用停止作業で列車接近時にロープ遮断
ができなかった事象が発生するなど、危険な事象が連
続して発生しており、これらの事態を深刻に受け止めら
なければならない。
　自らの命、仲間の命を守るためには、どのような理由
があっても、決められたルールや基本動作を遵守する
風土を構築し、職場から安全を確立しなければならな
い。そして、職場の実態や意見を踏まえた、積極的な問
題提起を行い、ＪＲ本体はもとより、グループ会社・協力
会社を含め、さらに安全に対する感度を高め、責任組
合としての「チェック・提言機能」を発揮することとする。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、２
月
３
日

（
金
）、大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、「
第
41
回
中
央
委
員

会
」を
開
催
し
た
。
今
年
は
、委

員
、来
賓
、執
行
部
に
加
え
３
年

ぶ
り
の
傍
聴
者
な
ど
、約
２
０
０

名
が
参
集
し
た
。

　

議
長
団
に
、神
戸
地
本
の
須
原

委
員
と
広
島
地
本
の
山
根
委
員

を
選
出
し
、議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

来
賓
に
は
、近
畿
交
運
労
協
西

村
事
務
局
長
、交
運
共
済
西
日
本

事
業
本
部
宮
武
係
長
、明
治
安
田

生
命
大
阪
公
法
人
部
高
橋
大
阪

公
法
人
部
長
、宮
本
法
人
営
業
部

長
、近
藤
主
任
、Ｊ
Ｒ
連
合
鎗
光
労

働
政
策
局
長
を
迎
え
た
。

　

冒
頭
、中
央
執
行
委
員
会
を
代

表
し
て
上
村
委
員
長
か
ら
、「
安
全

確
立
の
取
り
組
み
」「
２
０
２
３
春

季
生
活
闘
争
」「
離
職
の
歯
止
め
」

「
政
治・政
策
課
題
と
統
一
地
方
選

挙
」な
ど
に
つい
て
、課
題
提
起
を

含
め
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

【
二
面
に
掲
載
】

　

特
に
、２
０
２
３
春
闘
に
つい
て
、

「
コロ
ナ
禍
の
３
年
、必
死
に
耐
え
て

き
た
組
合
員
に
対
し
て
、会
社
の
姿

勢
を
見
せ
る
べ
き

で
あ
り
、『
年
度

初
の
基
準
昇
給
の

完
全
実
施
』『
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
３
、０
０

０
円
』『
年
間
臨

給
５・０
箇
月
』を

掲
げ
春
闘
交
渉

に
臨
む
こ
と
、ま

た
、Ｊ
Ｒ
西
日
本

連
合
の
中
心
的

立
場
と
し
て
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
全
体
の
底
上
げ

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、支
援

し
て
い
く
」と
の
決
意
を
表
明
し

た
。
　

議
事
で
は
、執
行
部
よ
り
、こ
の

間
の
運
動
の
総
括
と
、当
面
の
活
動

方
針（
案
）が
提
起
さ
れ
、そ
の
後
、

各
地
方
本
部・総
支
部・新
幹
線
協

議
会
の
委
員
14
名
か
ら
発
言
が

あ
っ
た
。

　

全
委
員
か
ら「
安
全
」と「
２
０

２
３
春
闘
」に
対
す
る
発
言
が
あ

り
、安
全
に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら

始
ま
る
次
期
考
動
計
画
に
つ
い

て
、労
働
組
合
と
し
て
チ
ェッ
ク・提

言
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
。

ま
た
、春
闘
に
つ
い
て
は
、物
価
上

昇
に
応
じ
た
賃
金
の
引
き
上
げ

や
、地
上
職
に
光
の
当
た
る
こ
と

を
求
め
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

執
行
部
に
よ
る
答
弁
、そ
し
て

羽
野
書
記
長
の
総
括
答
弁
の
後
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
全
て

の
議
事
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

最
後
に
、上
村
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

　

中
央
闘
争
委
員
会
は
、２
月
６

日（
月
）、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
41
回
中

央
委
員
会
」で
決
定
し
た
春
闘
要

求
を
会
社
に
申
し
入
れ
た
。

　

主
な
や
り
と
り
は
、次
の
と
お
り

で
あ
る
。

【
上
村
中
央
闘
争
委
員
長
】

◆
第
３
四
半
期
決
算
で
３
期
ぶ
り

の
黒
字
転
換
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、組
合
員
が
必
死
に
コ
ス

ト
削
減
や
構
造
改
革
に
協
力
し
て

き
た
賜
物
で
あ
る
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
エッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
働
き
の
価
値

を
、も
っ
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。反

転
攻
勢
を
支
え
る
の
は
組
合
員
で

あ
り
、人
件
費
は
費
用
で
な
く
、必

要
な
投
資
で
あ
る
。

◆
物
価
上
昇
に
対
応
し
、人
財
への

投
資
を
実
現
す
べ
く
、３,
０
０
０

円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
求
め
る
。

◆
ボ
ー
ナ
ス
に
つい
て
、こ
の
間
の
生

活
苦
や
、や
り
く
り
も
限
界
で
あ

り
、生
活
を
た
て
直
す
た
め
に
、年

間
臨
給
５・０
箇
月
を
求
め
る
。こ

の
数
字
は
、こ
れ
ま
で
の
一
時
帰
休

や
グ
ル
ー
プ
外
出
向
へ
の
協
力
、雇

用
調
整
助
成
金
の
特
例
延
長
や

「
全
国
旅
行
支
援
」な
ど
、Ｊ
Ｒ
連

合
を
通
じ
て
政
策
を
実
現
し
て
き

た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、決
し
て
過
大

要
求
で
は
な
い
。

◆
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
に
相
応

し
い
賃
金
水
準
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
、離
職・採
用
競
争
力
が
ま
す
ま

す
低
下
し
、人
材
の
劣
化
が
進
み
、

事
業
運
営
に
も
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
る
。｠

【
会
社
】

◆
コ
ロ
ナ
禍
が
依
然
と
し
て
続
く

中
、弛
ま
ぬ
努
力
を
積
み
重
ね

て
い
る
事
、ま
た
、先
日
の
雪
害

に
お
い
て
現
場
で
働
く
全
系
統

の
皆
様
が
懸
命
に
対
応
頂
い
た

事
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。

◆
今
年
度
は
、ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
な

ど
に
よ
る
構
造
改
革
や
緊
急
的

な
費
用
抑
制
、移
動
需
要
が
回

復
し
つつ
あ
る
こ
と
か
ら
、第
３
四
半

期
も
黒
字
を
確
保
し
て
い
る
。

◆
一
方
、「
12
月
末
に
は
コ
ロ
ナ
前
の

９
割
程
度
に
回
復
す
る
」と
想
定
し

て
い
た
が
、下
回
っ
て
お
り
、未
だ
第

８
波
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
。さ
ら

に
、第
４
四
半
期
に
多
く
の
費
用
が

計
上
さ
れ
る
経
費
構
造
で
あ
る
こ
と

か
ら
、依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。

◆
世
の
中
は
、物
価
上
昇
等
の
環
境

変
化
が
求
め
ら
れ
、人
材
確
保
、離

職
への
対
応
も
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、当
社
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
と
業
績
の
推
移
を
見
極
め
、慎

重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
央
闘
争
委
員
会
は
、２
月
９

日（
木
）、会
社
に
２
０
２
３
春
季
生

活
闘
争
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

【
本
田
副
委
員
長
】

◆
第
３
四
半
期
決
算
で
は
、第
７
波

の
影
響
が
あ
り
な
が
ら
も
、連
結
、

単
体
と
も
に
黒
字
と
なった
。

◆
労
使
で
生
み
出
し
た
成
果
に
つい

て
は
、安
定
的
な
還
元
を
社
員
に

行
う
こ
と
が
、社
員
の
働
き
が
い
向

上
や
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
る
。

◆
鉄
道
オ
ペレ
ー
ション
を
維
持
し
、

「
安
全
確
立
」「
信
頼
回
復
」「
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
発
展
」に
向
け
て
取
り

組
ん
で
行
く
た
め
に
は
、有
能
な
技

術
を
有
す
る
貴
重
な
人
財
で
あ
る

組
合
員
の
雇
用
と
生
活
を
守
り
、

賃
金
な
ら
び
に
諸
労
働
条
件
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

◆
働
き
甲
斐
や
誇
り
、責
任
感
、使

命
感
を
持
って
働
き
続
け
る
た
め
に

は
、人
財
への
投
資
が
必
須
で
あ
り
、

採
用
競
争
力
を
上
げ
る
た
め
に

も
、真
摯
な
議
論
を
行
い
、誠
意
あ

る
回
答
を
要
請
す
る
。

【
池
上
賃
金
対
策
部
長
】

◆
世
の
中
の
物
価
上
昇
か
ら
可
処

分
所
得
が
減
少
し
て
お
り
、資
産

を
切
り
崩
し
て
対
応
す
る
な
ど
苦

慮
し
て
お
り
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
必
須

で
あ
る
。

◆
会
社
の
復
興・変
革
を
目
的
と

し
た
施
策
に
協
力
し
、会
社
の
将
来

を
担
う
西
労
組
組
合
員
の
、生
活

と
誇
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
、年

間
臨
給
５・０
箇
月
を
求
め
る
。

◆
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
魅
力
あ
る
会
社

と
し
、「
採
用
競
争
力
」を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
も
、初
任
給
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
。

◆
医
療
・
車
両
・
工
務
系
統
の
人

財
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
、「
地
上
職
の
目
に
見
え
る
環
境

改
善
」は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

◆
組
織
改
正
の
交
渉
時
に
、継
続

議
論
と
なって
い
た
、「
エ
リ
ア
手
当
」

「
巡
回
旅
費
」の
考
え
方
の
整
理

や
、一般
的
な
労
働
者
が
就
業
し
て

い
な
い
、夜
間
に
業
務
す
る
こ
と
に

対
す
る
手
当
の
増
額
を
求
め
る
。

◆「
結
果
や
実
績
が
出
れ
ば
投
資

す
る
」の
で
は
な
く「
結
果
や
実
績

を
出
す
た
め
に
投
資
す
る
」と
の
認

識
に
立
ち
、将
来
へ
の
期
待
を
、会

社
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、『
賃

上
げ
』と
い
う
形
で
伝
え
る
べ
き

で
あ
る
。

【
会
社
】

　
「
第
３
四
半
期
は
黒
字
と
な
っ
た

も
の
の
、コロ
ナ
前
と
比
べ
て
依
然
と

し
て
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。処
遇
改

善
に
つい
て
は
、コ
ロ
ナ
の
状
況
や
業

績
の
推
移
を
見
極
めつつ
、慎
重
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。引
き
続
き
厳

し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
、そ
の
先
の
持
続
的
な

成
長
に
繋
が
る
よ
う
、建
設
的
な
議

論
を
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

中
央
闘
争
委
員
会
は
、コロ
ナ
禍

の
３
年
、キ
ー
ワ
ー
カ
ー（
社
会
に
とっ

て
不
可
欠
な
存
在
）と
し
て
、国
民
の

生
活
を
支
え
続
け
て
き
た
組
合
員

の
奮
闘
に
報
い
る
べ
く
、組
合
員
と

そ
の
家
族
の
安
心
を
取
り
戻
す
春

闘
と
な
る
よ
う
交
渉
に
臨
む
。

【米子地本発】
　米子地方本部は、２００６年に発生させた、伯
備線触車事故から17年を迎えた１月24日、根雨
構内にある安全碑にて、献花行動を行った。
　例年、事故を経験していない組合員を中心に、
本部や米子地本の役員が多数参列して、「献

花式と安全の集
い」を行っている
が、大雪による天
候不良の影響に
より急遽中止と
なり、地方本部役
員のみで現地と

安全碑を訪れ、黙祷と献花を行った。
　改めて、事故でお亡くなりになられた３名の
御霊にご冥福をお祈りするとともに、更なる安全
性向上に向けて取り組む決意を誓い合った。
【神戸地本発】
　２００１年に、山陽本線明石～朝霧駅間で発

生した、触車死
亡事故から22
年が経過した１
月24日、神戸地
方本部は、中央
本部とともに、現
地において献

花行動を行い、あらためて事故でお亡くなりに
なられた仲間のご冥福をお祈りした。
【京都地本発】
　京都地方本部は、１月17日に、２００８年に湖西
線近江舞子駅で発生した、除雪作業員触車死
亡事故の慰霊碑
にて、中央本部と
共に献花行動を
行った。
　事故でお亡く
なりになられた、
除雪作業員の方
のご冥福をお祈りするとともに、除雪作業の危
険性を再認識し、安全への誓いを新たにした。
　JR西労組は、引き続き各エリアで発生した
過去の事故現場への慰霊行動などを通じて、
事故を決して忘れず、心に刻み、安全を誓うこと
で風化させない取り組みを継続していく。
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～第41回中央委員会にて春闘方針決定！～～第41回中央委員会にて春闘方針決定！～

労災死亡事故発生

事故を忘れない取り組み
各地にて行われる
事故を忘れない取り組み
各地にて行われる


